
福
井
代
議
員

（
福
山
地
区
）

職
場
の
企
画

グ
ル
ー
プ
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
に
な
り
、
勤
務
が
制
限
さ
れ
、

夜
勤
が
で
き
な
い
の
か
。

作
業
者
責
任
者
と
保
守
用
車

責
任
者
を
兼
ね
て
い
る
が
、
Ｊ

Ｒ
は
兼
務
手
当
は
出
な
い
の
は

問
題
だ
。

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
採
用
人

数
を
会
社
都
合
で
す
る
の
は
問

題
だ
。

藤
江
代
議
員

（
福
山
地
区
）

24
春
闘
は
、
社
員
の
労
苦
に

背
を
向
け
て
い
る
。

ス
ト
ラ
イ
キ
通
告
を
背
景
に

し
た
運
動
が
必
要
だ
。
ス
ト
ラ

イ
キ
に
も
経
験
が
必
要
だ
。

駅
の
無
人
化
反
対
・
ロ
ー
カ

ル
線
廃
止
反
対
宣
伝
行
動
を
し

て
き
た
が
、
全
国
統
一
行
動
と

し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

組
織
拡
大
は
目
に
見
え
る
運

動
を
粘
り
強
く
奮
闘
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。

木
下
代
議
員

（
岡
山
連
合
）

会
社
は
職
場
の
所
要
員
を
出

さ
な
い
の
は
お
か
し
い
。

岡
山
か
ら
中
庄
ま
で
列
車
巡

視
を
し
て
い
る
が
、
旅
費
が
つ

か
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

市

川

代

議

員

（
岡
山
連
合
）

こ
れ
か
ら
の
地
本

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
先
送
り

感
が
あ
り
、
早
急
に
し
て
も
ら

い
た
い
。
２
２
７
系
電
車
の
導

入
が
拡
大
さ
れ
、
ワ
ン
マ
ン
化

さ
れ
て
い
く
。

車
掌
が
い
ら
な
く
な
る
が
、

車
掌
職
場
の
確
保
が

重
要
に
な
る
。

酒

井

代

議

員

（
岡
山
連
合
）

駅
の
窓
口
が
な
く
な
り
、
遠

隔
Ｍ
Ｖ
に
な
っ
た
が
、
遠
隔
Ｍ

Ｖ
の
営
業
時
間
が
縮
小
し
、
利

用
者
の
為
の
施
策
で
は
な
い
。

乗
務
員
の
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
社

員
へ
の
採
用
を
し
て
ほ
し
い
。

佐
藤
代
議
員

（
岡
山
連
合
）

会
社
は
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
空
調
服
を
支
給

し
て
い
る
が
、
線
路
巡
回
を
し

て
い
る
と
、
効
果
が
な
い
。
気

温
が
何
度
以
上
だ
と
外
の
作
業

が
出
来
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。
要
員
問
題
で
各
資
格

者
が
半
分
し
か
い
な
い
。

人
員
の
確
保
と
適
切
な
要
員

配
置
を
し
て
ほ
し
い
。
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メ
ッ
セ
ー
ジ

社
民
党
・
共
産
党
・
太
平
よ

し
の
ぶ
元
衆
議
院
議
員
・
大

塚
愛
県
議
会
議
員
・
鬼
木
の

ぞ
み
岡
山
市
議
会
議
員
・
Ｊ

Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
団
・

Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者
労
働
組
合
・

自
治
労
連
・
高
教
組
・
自
治

労
岡
山
市
現
業
・
ア
イ
女
性

会
議
・
中
国
労
働
金
庫
・
国

労
家
族
会
・
国
労
退
職
者
の

会
・
こ
く
み
ん
共
済
・
広
島

地
本
・
近
畿
地
本
・
米
子
地

本
・
北
陸
地
本
・
高
崎
地
本
・

千
葉
地
本

第
86
回
定
期
地
方
本
部
大
会
発
言
要
旨

青
山
書
記
長
が
集
約
し
た
。

◇
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ

い
て地

方
本
部
は
、
現
在
４
３
人

で
、
来
年
は
９
名
が
退
職
予
定

と
い
う
状
況
で
組
織
の
状
況
は

各
級
機
関
の
役
員
体
制
も
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
完
全
終
息

し
て
い
な
い
状
況
下
で
は
あ
る

が
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
何
も

し
な
け
れ
ば
現
状
の
打
破
は
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
仙
台
、
近

畿
地
本
で
大
会
以
降
、
拡
大
は

続
い
て
い
る
。
今
で
き
る
取
り

組
み
を
す
る
事
で
必
ず
成
果
に

現
れ
る
。
地
方
本
部
と
し
て

「
動
き
無
く
し
て
拡
大
は
あ
り

得
な
い
」
と
い
う
意
思
統
一
の

も
と
、
必
ず
１
年
の
間
に
ま
ず

は
１
名
の
拡
大
に
皆
が
動
い
て

頂
き
た
い
。

６
名
の
代
議
員
の
発
言
に
つ

い
て
４
点
集
約
し
ま
す

。

①
Ｊ
Ｒ
安
全
輸
送
確
立
、

人
減
ら
し
合
理
化
反
対
、

労
働
条
件
改
善
・
権
利
確

立
の
取
組
に
つ
い
て

①
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
闘
い

に
つ
い
て
は
４
月
に
「
地
方
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
津
」
が
成
立
。

芸
備
線
の
「
再
構
築
協
議
会
」

が
開
か
れ
て
い
る
が
Ｊ
Ｒ
と
自

治
体
の
意
見
は
対
立
し
て
い
る
。

三
次
高
校
の
生
徒
達
は
「
芸
備

線
を
盛
上
げ
る
会
」
や
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
を
開
催
し
ロ
ー
カ
ル
線

存
続
に
取
組
ん
で
い
る
。

②
駅
無
人
化
反
対
の
取
組

岡
山
支
社
内
１
５
４
駅
の
内
、

窓
口
が
開
い
て
い
る
の
は
８
つ

し
か
な
く
中
統
は
ま
た
し
て
も

北
長
瀬
と
大
元
駅
に
遠
隔
Ｍ
Ｖ

を
設
置
し
窓
口
閉
鎖
を
す
る
と

し
て
い
る
。
断
固
阻
止
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

②
２
０
２
５
年
春
闘
の
取

組
み
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
大
幅
な

収
入
減
を
理
由
に
低
額
回
答
を

し
て
き
て
い
る
の
で
皆
の
力
で

賃
上
げ
要
求
を
勝
ち
取
ろ
う
。

③
組
織
強
化
・
拡
大
の
取

組
み
に
つ
い
て

第
９
２
回
全
国
大
会
に
て
地

方
本
部
の
再
編
の
規
約
改
正
が

行
わ
れ
、
「
地
方
本
部
の
再
編

は
、
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。

組
織
形
態
を
ど
う
す
る
の
か

組
織
人
員
が
減
少
す
る
中
で
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
国
労
運
動
前
進
の

た
め
に
奮
闘
し
て
い
く
。

④
憲
法
改
悪
反
対
、
反
原

発
、
平
和
を
守
る
取
組

世
界
的
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
ハ
マ
ス
へ
の
戦
闘
と
い

う
よ
う
に
、
戦
争
に
よ
る
死
者

が
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
る
。
戦

争
反
対
の
声
を
上
げ
て
行
く
。

書
記
長
集
約


